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tmp保存アプリ

tmpに保存されたアプリの起動サンプルプログラムの動作説明

ランチャーパラメタ
（LauncherParam *）HW_PARAM_LAUNCH_PARAM(0x02000100)

magicCode
ty
pe

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c d e f

crc16 prevTitleID

flags rsv[4]

bodyLength

0x00

0x10

BODYHEADER

tmpにromを保存

アプリBを直接起動するよう
にランチャーパラメタを設定

し、リセット

Hot/Coldスタート判定およ
びランチャーパラメタの検証

ランチャーパラメタから、起
動時のオプション（ロゴスキ
ップ、直接起動etc）を決定。

Hotスタート且つパラ
メタ検証OK？

YES

アプリ直接起動？

YES

アプリを起動
（今回のケースではtmpに保
存されているアプリをロード

して起動）

サンプル起動

リセット

起動

Launcher

サンプル

OS_SetLauncherParamAndResetHardware（）関数Call
typeとbootTitleIDとflagsを引数で指定
その他の値は関数が自動的に生成

メニュー表示

tmpデータセーブ

romを保存する際のパスは
nand:/tmp/[TitleID].srl

とすること
[TitleID]は16進数16桁

（例：00030004534d504c.srl）

flags.bootTypeに
LAUNCHER_BOOTTYPE_TEMPを指定


